
組 織 図 

※28年度の組織改正により、総務局と総合企画局の一部を再編統合し「総務企画局」、市民・こども局を再編し「市民文化局」、

市民・こども局こども本部を再編し「こども未来局」を設置するとともに、「臨海部国際戦略本部」を設置します。

 市長は、その権限に属する仕事を分担するため、条例で局という内部組織を

設けています。 

また、市民の皆様に密接に関連する業務については、市内の区域を分けて

区役所を設けています。 

ここでは、主要な事務事業を所管する局区別に、主な事業をご紹介します。 
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＜予 算 額＞   問い合わせ先：総務局庶務課 200-2045 内)21301 

  ３９，６５８，６１６千円  （対前年度比：△２．２％）

＜主な事業＞ 

  災害・危機事象に備える対策の推進     

防災施設整備の推進   ７１６，８９２千円

○防災行政無線設備の老朽化対策及び機能向上を図るため、災害情報等を

一斉に音声で伝達する同報系無線の戸別受信機の更新や屋外受信機の増

設を行うとともに、災害時に市役所と区役所や他自治体等との間の双方

向の通信手段となる多重系・衛星系無線の再整備工事に着手します。

臨海部・津波防災対策の推進 １０，９５０千円

○津波による人命被害を防止するため、津波ハザードマップの更新や津波避難施設標識の設置等

の取組を進めます。

本庁舎等建替えの取組 ３６５，４０７千円

○プロポーザル方式等により設計者を選定して新本庁舎の設計に着手し、併せて、環境影響評価

手続を進めます。設計及び環境影響評価手続の完了は、30 年度を予定しています。（拡充） 

○現本庁舎は、大規模地震発生の際には倒壊の危険性があるため、28 年度から建物の解体工事（地

上部分のみ。地下部分は、新築工事を行う際に基礎工事と併せて解体）に着手し、29 年度前半

に完了する予定です。（拡充） 

  ＩＣＴ（情報通信技術）の活用による市民利便性の向上     

かわさきアプリの運用及び公衆無線ＬＡＮ環境整備の推進     ３２，５７７千円 

○必要な人に必要な情報を的確かつタイムリーに提供するため、ス

マートフォンアプリケーションを活用した新たな情報発信ツール

として、「かわさきアプリ」（防災・子育て分野）の運用を開始す

るとともに、民間事業者と連携した運用モデルの構築や分野拡張

に向け取組を進めます。（拡充）

○行政施設等への公衆無線ＬＡＮ環境（Wi-Fi）の整備や民間事業者
と連携し、事業者が整備したアクセスポイントを活用して「かわ

さきWi-Fi」の利用範囲の拡大を図ります。（拡充）
 ネットワーク強靭化及びマイナンバー利用に向けた基盤整備 １，２０３，９００千円 

○高度標的型攻撃等の様々なリスクが発生している中で、市民に対し安全・安定的なサービスを

提供するために、仮想技術など最新の ICTを活用し、ネットワーク環境のセキュリティ強化を
図ります。

○行政を効率化し、国民の利便性を高め、公平かつ公正な社会の実現を目的とするマイナンバー

制度の利活用に向けて、国や自治体間の情報連携に必要となる機器等を整備するとともに、庁

内の各情報システムの連携を担うシステム連携基盤の改修を行います。

総 務 企 画 局 
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  都市イメージの向上とシビックプライドの醸成     

川崎の魅力を活かしたシティプロモーションの推進 ４９，２６４千円

○民間事業者との連携等により地域資源の掘り起こしや魅力づくりに取り組むとともに、様々な

メディアを活用して川崎の魅力を市内外へ戦略的に情報発信し、都市イメージの向上を図りま

す。（拡充）

○「川崎市シティプロモーション戦略プラン」（27 年３月策定）に基づき、ブランドメッセージ

を活用すること等により、都市ブランドの強化とともにシビックプライド（市民の川崎への愛

着や誇り）の醸成を目指します。（拡充）

 国際交流の推進      ３８，７９５千円

○姉妹・友好都市である海外８都市との文化芸術・経済・

環境・教育など幅広い分野での交流をはじめ、相互の

発展につながる関係の構築に向けて、海外諸都市等と

の交流を推進します。 

○大韓民国・富川市と友好都市締結 20 周年記念事業とし

て、両市の市長による相互訪問や青少年のスポーツ交

流を行います。 

  迅速で的確な広報・広聴と市民に開かれた情報共有の推進     

区民車座集会等の実施  ７，３５７千円

○市民の声がしっかり伝わる身近な市政の実現のため、市長が直接意見を聞く「区民車座集会」

の実施や「市長への手紙」など、市政に対する声を広く収集します。また、市政に対する市民

の意識を多面的に調査する「かわさき市民アンケート」を実施します。

 コンタクトセンターの運営 １２２，３６４千円

○電話、電子メールなど様々な媒体による、市政に関する問い合わせ、意見、相談等を一元的に  

受け付け、迅速かつ的確に応対するために、コンタクトセンターを設置し「サンキューコール 

かわさき」及び代表電話交換を運営します。

魅力ある広報の推進 ３９０，９９０千円

○市政だよりやホームページ等の各種広報媒体を活用して、市政情報を効率的・効果的に発信し

ていきます。

○テレビ・ラジオを活用して、

川崎のさまざまな話題、イベ

ント情報、行政情報などを発

信します。 

○市内にある大型サイネージ

などを活用して、イベント案

内や行政情報を提供します。

かわさき市政だより 区民車座集会 

姉妹・友好都市副市長による市長表敬 
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＜予 算 額＞          問い合わせ先：庶務課 200-2175 内)24101 

  ５，９５５，８２７千円  （対前年度比：△６．１％）

＜主な事業＞ 

  資産マネジメントの取組の推進                      ４２，２７３千円    

○将来的な財政負担の縮減や行政ニーズの変化に的確に対応していくため、本市の公共施設等総

合管理計画「かわさき資産マネジメントカルテ」に基づき、施設の最適な維持管理や活用、ラ

イフサイクルコスト削減等の取組を推進します。

 ・庁舎等建築物の長寿命化工事の優先度判定など予防保全による施設の長寿命化の推進

 ・広域的観点及び施設単体の使用価値・市場価値の観点からの資産保有の最適化の推進

 ・多様な効果創出に向けた財産の有効活用の推進

 ※本予算は事務経費であり、資産マネジメントに係る具体的な各局の予算については、119 ペ
ージ以降でご紹介します。

  税務事務の運営及び市税収入確保に向けた取組の推進   １，０２５，５４９千円    

○マイナンバー制度の実施への的確な対応や、個人住民税の特別徴収の完全実施化に向けた取組

などを実施し、適正・公平な税務行政を推進します。

 ○初期未納対策の強化のため、「川崎市納税お知らせセンター」から納期限経過のお知らせを行う

とともに、納税者の利便性の向上のためコンビニ納付制度を拡充するなど、より一層の市税収

入確保に向けた取組を推進します。

財 政 局 

 市が公園、道路、学校、文化施設など身近な公共施設の整備のために必要となる資金の一

部を借り入れるために、定期的に「川崎市債」を発行しています。この市債は、個人や機関

投資家の皆さまにご購入いただけるものとなっています。 

 市債を安心してご購入いただくためにも、個人投資家向けの「市債投資セミナー」や機関

投資家向け説明会の開催、ＩＲニュースの発信、ホームページにおける情報提供などにより、

市の取組や財政状況、市債に関する情報を積極的に発信しています。 

２８年度市債（個人向け）の発行は 

５年債・10年債を予定しています。 

川崎市ホームページ「投資家情報（ＩＲ）」 

http://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/47-4-1-0-0-0-0-0-0-0.html 

ＩＲ（投資家向け広報）の取組 

QR コード対応の 

携帯電話からも 

ご覧いただけます 
川崎市投資家情報 

（IR）QR コード 
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　　　　○地域子育ての支援                                                   ○妊婦の健康診査
　　　　○小児医療費の助成                                              ○特定不妊治療費の助成
　　　　○要介護者生活支援ヘルパー派遣                        ○（高齢者）日常生活用具の給付事業
　　　　○予防接種事業                                                            ○がん検診事業

　　　　○災害時医療救護対策 ○街路の整備
　　　　○道路の維持補修 ○公園施設の改修
　　　　○救急車両、消防車両の購入 ○消防副読本の作成

　　　　○ネット窓口かわさきの運用管理 ○多摩川を活用したスポーツ大会の開催
　　　　○芸術文化の振興 ○農林業の振興
　　　　○資源物の分別収集      ○市立図書館の蔵書の充実

　宝くじは、販売実績の40％程度
が自治体への収益金となり、発行・
発売団体である全国47都道府県、
20政令指定都市それぞれの売上げ
に応じて配分されます。
　宝くじ収益金は、公共事業等に充
てるものとされ、本市では、妊婦健
康診査事業、小児医療費の助成や、
公園施設の改修などの身近なまちづ
くりに役立てています。

宝くじ１枚の中身（26年度決算）
宝くじ収益金について

宝くじのお買い求めはぜひ川崎市内で！

２8年度 宝  収益金 充当  主 事業

子育て環境・安心いきいき社会 約２３億円

都市整備・防災対策 約６億円

その他事業 約９億円

川崎市の宝くじ収益金の推移（予算ベース）

4,007 4,033 3,825
4,1234,131

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

百万円

全国ベース
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＜予 算 額＞ 問い合わせ先：市民・こども局庶務課200-2255 内)26101

  ７，７０９，４９０千円  （対前年度比：＋２８．１％）

＜主な事業＞ 

  ＩＣＴ（情報通信技術）の活用による市民利便性の向上     

 公共施設利用予約システムの効果的な運用 ３６８，３６７千円

○施設利用の利便性と公正性を踏まえた次期公共施設利用予約システム（ふれあいネット）の 

開発を実施します。（拡充） 

  防犯対策の推進     

 安全・安心なまちづくりの推進 ６５１，４５５千円

 ○路上喫煙、客引き行為等の防止に向けた取組を進めます。（拡充）

〇地球環境負荷への軽減として、ＬＥＤ防犯灯の設置促進を図ります。（拡充）

○地域で発生する空き巣やひったくりなどの犯罪防止に向け、防犯意識の

高揚・啓発の取組を推進するとともに、自主防犯活動団体への支援とし

て、防犯カメラの設置補助制度を創設します。（新規）

  交通安全対策の推進     

 交通安全対策の推進    ５６，２２３千円

○広報・啓発活動などを通じ、行政、交通安全関係団体、警察、市

民等が連携・協働して、交通事故のない安全で住みやすいまちの

実現を目指します。

  市民参加の促進と多様な主体との協働・連携のしくみづくり     

 市民参加の促進と多様な主体による協働・連携の推進 １１，８５２千円

○協働・連携ポータルサイトの開設や人材マッチング事業の実施等により、地域の活動を支える

プラットフォームの構築に向けて取り組むとともに、これらの取組を通じて有償ボランティア

の検討を進めます。その他、協働・連携の基本方針に基づき、協働・連携の取組を進めます。

○若者をはじめとした多くの市民による市政への参加の促進に向けた取組を進めます。 

 市民活動の推進      ７９８，２５４千円

○町内会・自治会活動の活性化に向けた取組を支援するとともに、幅広い分野の市民活動に対す

る支援を行い、市民の相互協力による暮らしやすい地域社会づくりを進めます。  

〇総合自治会館の移転に向けた整備を進めます。（拡充）

  平等と多様性を尊重した人権・平和施策の推進     

 人権施策の推進    ３４，６６７千円

○人権を尊重し、共に生きる社会を目指して、平等と多様性（ダイバーシティ）を尊重しながら

人権施策を総合的に推進します。

市 民 文 化 局 

交通安全教室 
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  男女共同参画社会の形成に向けた施策の推進     

 男女平等施策の推進  ９，８２１千円

○男女があらゆる場において、男女平等に関わる人権侵害を受けることなく、自立して共に働き、

学び、暮らすことができる男女共同参画社会の形成に向け、女性の活躍やワーク・ライフ・バ

ランスの推進等の取組を進めます。

  音楽や映像のまちづくりの推進     

 音楽のまちづくりの推進 ８４，９００千円

 ○多様な活動団体等と協働・連携しながら、幅広い世代が身近に 

音楽を楽しめる環境づくりを進めることで、まちに音楽があふ 

れ、豊かな心を育む、「音楽のまちづくり」を推進します。 

 映像のまち・かわさきの推進 ３４，１８６千円

 ○「映像のまち・かわさき」推進フォーラムを中心として、市内

の豊富な映像資源による活動を促進するとともに、市民が映像

に親しむ機会の創出とまちの魅力を発信することで、本市の魅

力を高め、映像文化の振興を図ります。

  スポーツのまちづくりの推進     

 競技スポーツ大会等の開催 ６３，０１９千円

○国内唯一の国際陸上競技大会「ゴールデングランプリ川崎」

や国内外のトップアスリートが出場する「国際トランポリン

ジャパンオープン」を開催します。また、多摩川を活用した

スポーツ大会等の開催や競技スポーツ活動の支援を通じて、

市民がスポーツを「する」「観る」「支える」取組を進めます。

 ホームタウンスポーツの推進 ３９，６４２千円

 ○本市をホームタウンとして活躍するトップチームやトップアスリートである「かわさきスポー

ツパートナー」等と連携し、スポーツを通じて本市の魅力を高めるまちづくりを進めます。

 東京オリンピック・パラリンピックに向けた取組の推進 ５０，０００千円 

○かわさきパラムーブメント推進フォーラムの運営や、パラリン

ピック競技の体験事業をはじめとする「かわさきパラムーブメ

ント」の推進を通じて、東京２０２０大会を契機とする誰もが

くらしやすいまちづくりを進めます。また、事前キャンプ受け

入れの準備など大会運営支援の取組を進めます。（拡充）

ゴールデングランプリ川崎 

パラリンピック出場選手との交流 

「かわさきジャズ」フリーライブ 

「こどもニュース」制作体験ワークショップ 
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＜予 算 額＞        問い合わせ先：庶務課 200-2320 内）28101 

  ３２，０７３，３５７千円  （対前年度比：＋１．４％）

＜主な事業＞ 

  防犯対策の推進     

 消費生活の安全の推進 ９２，１４０千円

○様々な消費者トラブルの発生や多様化・複雑化する消費生活相談の増加等に

対応するため、土曜日の電話相談受付の試行的な開設や、研修機会の確保、

関係機関等との連携により、相談体制の充実を図ります。（拡充）

  農地の保全・活用と「農」とのふれあいの推進     

 「農」とのふれあいの推進             ２１，３３７千円

○専門家や市民と共同で地域交流農園の運営手法を検討するワークショップを実施し、新たな地

域交流農園の整備を行います。（拡充）

  アジアを中心とした海外での事業展開支援の強化     

 経済の国際化への対応の推進 ５４，６０６千円 

○中国等における展示会への出展等、ビジネスマッチングの実施や「川崎市海外ビジネス支援セ

ンター」により企業の海外展開を支援します。 

環境産業のグローバル化の促進（グリーンイノベーションの推進） ４１，８８３千円

○川崎国際環境技術展や「かわさきグリーンイノベーションクラスター」を通じて、環境技術の

発信や環境分野における新規ビジネスの創出支援等を行います。

  魅力と活力のある商業地域の形成     

 地域特性に応じた活力ある商業の振興 ３２９，５８４千円

○開催 20 回を迎えるカワサキハロウィン等、川崎駅周辺におけるイベント事業等に対し、重点

的に支援を行います。

  中小企業の競争力強化と活力ある産業集積の形成     

 知的財産戦略の推進     １０，９５５千円

○大企業・研究機関等と中小企業の知的財産マッチング支援を行うコーディネーターの増員に加

え、知的財産関連分野の人材育成等の支援を実施します。（拡充）

 ものづくり技術の高度化及び販路拡大・開拓の推進 ２６，１７３千円

○中小企業の新技術・新製品開発や経営の安定化、展示会への出展に対する支援等を実施します。

（拡充）

中小企業の経営安定の支援            ２４，６６４，５１９千円

○各種資金を低利で融資する中小企業融資制度や信用保証料の補助等により、市内中小企業の資

金繰りの円滑化を図ります。また、創業支援資金について新たに信用保証料の補助を実施する

ことで、創業の推進を図ります。（拡充）

経 済 労 働 局 

てるみ～にゃ 
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  都市農業の強みを活かした農業経営の強化     

 健全な農業経営の推進    １９０，９５３千円

 ○意欲ある認定農業者等に対して、新技術の導入や６次産業化等に必要な施設整備等への支援を

実施します。（新規） 

 ○企業や大学等の多様な主体との連携を図り、都市農業を活性化するモデル事業を実施し、市内

産農産物の付加価値の向上や農業振興地域の活性化等を図ります。（新規） 

  ベンチャー支援、起業・創業の促進     

ベンチャー支援・新産業支援の促進   ５１，６０５千円

 ○民間創業支援機関等との連携のもと、「起業家オーディション」等の

体系的な起業・創業支援に取り組むとともに、投資家等の専門家

によるベンチャー企業等への個別・集中支援を行います。（拡充）

  地域を支える産業の育成・市内事業者等の新分野への進出支援      

 福祉産業の振興（ウェルフェアイノベーションの推進） ４８，０７７千円 

 ○専門コーディネーターを配置し、フォーラム参加者間のマッチングによる福祉分野の製品開

発・サービス創出の支援を実施します。

コミュニティビジネスの振興 ５，９５０千円

 ○セミナ―等の実施に加え、専門家相談等、起業支援の充実を図ります。（拡充）

  科学技術を活かした研究開発基盤の強化     

 先端科学技術の振興 ４，０４４，０７４千円

 ○新川崎・創造のもり地区において、新たな「産学交流・研究開発施設」の整備を実施します。 

産業活動・交流の促進 ３６８，９４８千円

 ○交流拠点の形成を図るため、小杉町２丁目地区の

コンベンション施設の整備を実施します。

  人材を活かすしくみづくり     

 産業人材の育成と活用及び就業の支援 ７８，７９８千円

○「キャリアサポートかわさき」による総合的な就業支援、「コネクションズかわさき（かわさ

き若者サポートステーション）」による職業的自立支援を実施します。

○大学と連携した加工技術体験の実施による若手技術の人材育成支援を実施します。（拡充）

  川崎の特性を活かした観光の振興     

 観光・集客型産業の育成及び観光資源の創出・育成 １４４，０２８千円

○観光協会や民間事業者等と連携し、国内外へのプロモーション活動等を行い、市内観光の振興

を図ります。また、他自治体との連携を図り、地域間での回遊を促します。 

小杉町２丁目地区 
コンベンション施設 
（完成予想図） 

起業家オーディション 
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＜予 算 額＞        問い合わせ先：庶務課 200-2375 内)29101 

  １９，１４３，６７９千円  （対前年度比：△１６．３％）

＜主な事業＞ 

  地球環境の保全に向けた取組の推進     

 地球温暖化対策の推進   ７８，８４３千円

○「地球温暖化対策推進計画」に基づく取組等を着実に推進します。

・ＣＣ川崎エコ会議など市民、事業者とのネットワークを活かした協働の取組

・低ＣＯ２川崎ブランド、川崎メカニズム認証制度の実施による低炭素技術の普及

 ・事業活動地球温暖化対策計画書・報告書制度の実施などによる事業者の環境配慮の促進

・国内外の動向を踏まえた「地球温暖化対策推進計画」の改定に向けた検討 

・国や近隣自治体と連携した次世代自動車（燃料電池自動車、電気自動車等）の普及 

・市民生活におけるエコドライブ普及の取組

 環境エネルギー施策の推進 １１４，４０４千円

○創エネ・省エネ・蓄エネの総合的な取組など、「川崎市エネルギー取組方針」に基づく取組を

推進します。 

・家庭部門における地球温暖化対策をさらに推進するため、エネルギー管理装置と併せ、太陽

光発電、家庭用燃料電池など、複数機器の導入支援を実施

・再生可能エネルギー等導入推進基金（グリーンニューディール基金）の活用による防災拠点

等への自立分散型エネルギーの導入

グリーンイノベーションの推進           ２０，０６３千円

○「川崎市グリーン・イノベーション推進方針」に基づく取組を着実に推進します。

 ・環境技術を活かしたグリーンイノベーションの取組

 ・展示会への出展などによるグリーンイノベーションの取組の発信

スマートシティの推進   １３，００７千円

○「川崎市スマートシティ推進方針」に基づく取組を推進します。

 ・エネルギーの最適利用とＩＣＴ・データの利活用によるスマートシティの実現に向けた取組

環 境 局 

燃料電池自動車（市公用車） 川崎マリエン移動式水素ステーション 
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  地域環境対策の推進                                        

 公害防止対策事業の推進  １６９，０６５千円

○大気環境改善に係る取組を推進します。

 ・低公害車の普及や局所汚染対策などによる自動車排出ガス対策

 ・工場及び事業場の監視、指導などによる排出量削減対策

 ・事業者による自主的な VOC（揮発性有機化合物）削減対策

  持続可能な循環型のまちをめざした取組の推進                          

 減量リサイクルの推進 ２４３，４５２千円

○ごみの減量化・資源化に向けた取組を推進します。

・普及啓発・環境学習の継続実施

・資源集団回収事業の実施 

・生ごみの減量化・リサイクルの取組

・拠点回収事業の実施

・地域環境美化の推進

 資源物・ごみ収集事業の推進 ３，３１３，７９３千円

○ごみの減量化・資源化に向けて、効果的・効率的な収集運搬体制の構築を図ります。 

  ・空き瓶、ミックスペーパー、プラスチック製容器包装、空き缶・ペットボトル（川崎区、幸

区）等、収集運搬業務委託を引き続き実施

  ・空き缶・ペットボトル収集運搬業務の委託化を中原区、高津区、宮前区で開始

資源物・ごみ処理事業の推進           ３，５４９，９６６千円

○ごみの適正かつ安定的な焼却処理を引き続き実施します。 

○空き缶、ペットボトル、ミックスペーパー、プラスチック製容器包装など資源物の資源化処理

委託を引き続き実施します。

○28 年４月から、北部地域の資源物処理の拠点となる、王禅寺処理センター資源化処理施設を稼

働します。（新規）

○放射性物質が検出されたごみ焼却灰の安全な処分等を継続するとともに、保管中のごみ焼却灰

の処分に向けた実証実験を行います。

廃棄物処理施設等の整備   １，４８８，４３１千円

○廃棄物処理施設等を安定的に稼動させるための予防保全的な補修・整備を実施し、長寿命化を

図ります。 

 ・浮島２期廃棄物埋立処分場の基幹的整備の継続 

 ・南部リサイクルセンターの基幹的整備の実施

○３処理センター体制の安定的な運営に向け、廃棄物処理施設等の建替計画を推進します。

 ・王禅寺処理センター資源化処理施設外構工事等の実施

 ・橘処理センターの建替えに向けた解体撤去工事の着手

かわさき３Ｒ推進キャラクターかわるん 
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＜予 算 額＞        問い合わせ先：庶務課 200-2615 内)32101 

  １３９，７５８，９７８千円  （対前年度比：＋１．５％）

＜主な事業＞ 

  総合的なケアの推進                                          

 地域包括ケアシステムの推進                  ３４，０８０千円

○「川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン」に基づき、川崎らしい都市型の地域包括ケアシ

ステムの構築に向けた取組を推進します。また、ポータルサイトの活用により、医療・介護従

事者等の情報を共有化し、各主体の自主的な取組を促進するとともに、多職種連携を推進しま

す。

○区役所の組織を再編し、個別支援の強化と地域力の向上を図ります。（新規）

認知症高齢者対策事業の推進 （介護保険事業特別会計含む）３９，００８千円 

○認知症の人の意思が尊重され、住み慣れた地域のよい環境で自分らしく暮らし続けることがで

きる社会の実現を目指すため、適切なサービス提供の流れを示した「認知症ケアパス」の作成

や、「認知症初期集中支援推進事業」のモデル実施等の取組を進めます。（新規）

  自立生活に向けた取組の推進                                    

 生活保護自立支援対策事業の推進               ２４８，３４８千円

◯生活保護受給世帯の子どもに対する学習支援の対象を中学３年生に加え、中学１・２年生まで

拡大します。（拡充）

◯就職活動を直ちに行うことが困難な生活保護受給者に対して、日常生活訓練などを行い、就労

支援につなげるための、就労準備支援事業を実施します。（新規）

生活保護業務         ６０，７９７，８７９千円

○生活に困窮する市民に対して、その困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、その最低限度の生

活を保障することを目的に生活保護費を支給します。

◯簡易宿所に居住する生活保護受給者に対し、賃貸住宅への転居・定着支援を行います。（新規）

 生活困窮者自立支援事業の推進                １８１，８０９千円

◯就職活動を直ちに行うことが困難な生活困窮者に対して、日常生活訓練などを行い、就労支援

につなげるための、就労準備支援事業を実施します。（新規） 

  高齢者福祉サービスの充実     

 高齢者の多様な居住環境の整備 ３，２０７，４５７千円 

○介護の必要性が高い要介護高齢者の将来的な増加を踏まえ、特別養護老人ホーム等の介護サー

ビス基盤の整備を進めます。

○要介護高齢者の在宅生活を支えるケアの中核となる「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」や

「（看護）小規模多機能型居宅介護」等の、地域に密着した介護サービスの整備を進めます。

かわさき健幸福寿プロジェクト １８，４１９千円 

○要介護度等の維持・改善の成果を上げた介護サービス事業所にインセンティブを付与する「か

わさき健幸福寿プロジェクト」を実施します。

健 康 福 祉 局 
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 高齢者が生きがいを持てる地域づくり

 いこいの家・いきいきセンターの運営   ８５３，３５６千円 

○高齢者の心身の健康増進を図るため、いこいの家やいきいきセンターを管理・運営します。

○高齢者の生きがい・健康づくりの場や、青少年健全育成の場ともなる多世代交流の場の確

保を進めます。

  障害福祉サービスの充実     

 施設障害福祉サービスの充実              １２，１４９，７３７千円

 ○28 年４月に中部リハビリテーションセンター（中原区）を開設し、あらゆる障害への対応に必

要な総合的かつ専門的支援を提供します。（新規） 

  障害者の自立支援と社会参加の促進     

 障害者の社会参加の促進  １４６，０４１千円

 ○市障害者スポーツ協会の運営を支援し、東京オリンピック・パラリンピックを見据えた障害者

スポーツのさらなる普及・発展に取り組みます。（拡充）

 障害者の就労支援の促進  ２１７，１１３千円 

○地域就労援助センター（３か所）の職員を増員し、障害者の就労移行支援体制を強化します。

（拡充）

  健康で快適な生活と環境の確保                      

 予防接種の実施  ３，７３４，９７９千円

 ○各種定期予防接種を実施し、感染症の予防及びまん延の防止を図るとともに、保健福祉センタ

ーで受けることとしていたＢＣＧの接種について、市民の利便性の向上を図るため、お近くの

各医療機関で受けられるようにします。（拡充）

 動物愛護事業の推進 １１１，５８４千円

 ○「ひと・どうぶつＭＩＲＡＩプロジェクト」の推進等、動物愛護施策に

取り組むとともに、新たに「動物愛護基金」を設置します。（拡充） 

  医療供給体制の充実・強化                      

救急医療体制の確保                   １，２７６，３９７千円 

○休日・夜間における初期救急医療体制の推進、周産期医療を含めた救急搬送患者の円滑な受入

体制の確保等を図ります。

  生き生きと暮らすための健康づくり                                   

 がん検診等の勧奨と実施 ２，３９７，８５６千円

○政令市トップレベルのがん検診受診率を達成するため、コールセンターや成人検診業務管理電

算システムを活用し、個別の受診勧奨を実施します。（拡充） 

○子宮がん検診及び乳がん検診について、一定の年齢の市民に対してクーポン券を発行し、自己

負担分を無料化することで受診率の向上を図ります。

TUNAGU
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＜予 算 額＞   問い合わせ先：こども本部こども企画課 200-3733 内)43101

 ９５，３９６，３９８千円  （対前年度比：＋４．４％）

＜主な事業＞  

  子育てを社会全体で支える取組の推進                               

 小児医療費の助成                    ４，０７７，０３０千円 

○子どもの健全な育成や子育て家庭における経済的負担の軽減を図るため、入通院に係る医療費

の自己負担分を助成します。また、通院助成の対象を 28 年４月から小学校３年生まで拡大す

るとともに、29 年４月の小学校６年生までの拡大に向けた取組を推進します。（拡充） 

  質の高い保育・幼児教育の推進                                   

 認可保育所等の整備                   ２，６７９，３８９千円 

○引き続き待機児童の解消に向けて、民間活力を活用しながら、認可保育所や小規模保育事業の

新設等を行うことにより 1,390 人の受入枠の拡大に向けて整備を行います。 

 ・認可保育所 25 か所 1,295 人分（うち横浜市との共同整備１か所 30 人分） 

・小規模保育事業５か所 95 人分 

 ○「新たな公立保育所」として地域の子育て支援等の機能強化を図るため、老朽化の進んだ公立

保育所の再整備を効率的に進めます。 

  ・基本・実施設計２か所（大島・大島乳児保育園、夢見ヶ崎保育園） 

 認可保育所等の運営                  ３６，０２８，９８０千円 

○公民の連携による安定的な保育所の運営と一時保育施設の増設など、多様な保育サービスの提

供の充実を図ります。（拡充） 

  ・認可保育所 271 か所 → 294 か所（23 か所増） 

・定員 22,340 人 → 23,945 人（1,605 人増） 

・一時保育 59 か所 → 64 か所（５か所増） 

○地域型保育事業（家庭的、小規模、事業所内保育事業等）

に係る給付を行います。（拡充）

・57 か所 474 人 → 56 か所 615 人（141 人増） 

 認可外保育施設への支援                 ３，７７５，００８千円 

○川崎認定保育園利用者への助成を行い、保育を必要とする児童の保護者負担を軽減します。

・助成対象者 4,171 人

○横浜市との協定に基づき、川崎市の児童が横浜保育室を利用する場合に、施設に対し運営費を

助成するとともに、保護者に対し保育料補助を行います。

○多様な保育ニーズに対応するため、川崎市医師会と連携し、未整備区域へ病児保育施設の整備

を進めます。（拡充）

 ・５か所（27 年度） → ６か所（28 年度） → ７か所（29 年度）

○認可保育所又は小規模保育事業を目指す認可外保育施設に対して、改修等に要する費用の一部

を補助します。

こ ど も 未 来 局 

保育園の様子 
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 幼児教育の推進                     ３，６０７，１８８千円 

 ○施設型給付（私立幼稚園、認定こども園）に係る給付を

実施します。

 ○私学助成を受ける私立幼稚園に就園する園児の保育料等

の補助を行い、幼児教育の振興を図ります。

○幼稚園の認定こども園への移行を推進するため、預かり

保育の促進を図り、保育時間の拡大や長期休業日の実施

に対する支援を行います。（拡充）

保育士確保対策                       ２５１，７９８千円

○保育士の就業継続及び離職防止を目的として、法人が保育士の宿舎を借り上げるための費用の

一部を補助します。（新規）

・一戸あたり月額 82,000 円の 3/4（61,500 円）上限 300 人分

○保育士資格を持たない保育従事者を対象に、保育士養成施設・通信教育等の受講料の補助や、

保育士試験直前対策講座を実施します。（拡充）

○潜在保育士や保育士養成施設の学生を対象に、就職相談会や保育所体験バスツアー、就職支援

セミナーの実施などにより、就職支援を行います。（拡充）

  子どものすこやかな成長の促進                                    

 母子保健指導・相談の取組                  １５２，０２２千円 

○各区に母子保健コーディネーターを配置して、母子健康手帳の交付・相談の充実を図ります。

（拡充） 

  子どもが安心して暮らせる支援体制づくり                              

 ひとり親家庭の生活支援                 ４，１０２，０８９千円 

○ひとり親家庭の親を対象に、就職に有利な資格の取得を支援します。（拡充）

  ・高等職業訓練促進給付金 支給期間の延長 ２年→３年

  ・自立支援教育訓練給付金 受講費用の２割（上限 10 万円）→６割（上限 20 万円）

○ひとり親家庭の親及び子どもを対象として、高等学校卒業程度認定試験合格のための講座受講

時に、その費用の一部を支給します。（新規）

 ・受講修了時給付金 受講費用の２割（上限 10 万円）

 ・合格時給付金   受講費用の４割（受講修了時給付金を含めて上限 15 万円）

○メールマガジンの配信など、ひとり親家庭への支援施策の周知の取組を推進します。（拡充）

 女性保護事業の推進                      ４８，５７２千円 

 ○配偶者暴力被害に関わる総合相談窓口を設置します。（新規）

子ども・若者支援の推進                    ７６，４８６千円 

○新たに２か所の児童家庭支援センターを児童養護施設内に設置します。乳児院併設においては、

育児不安等がある乳幼児期の保護者を中心とした育児支援プログラムの充実を図り、児童養護

施設併設においては、課題のある学齢児への支援の充実を図ります。（拡充） 

・児童家庭支援センター ４か所 → ６か所

幼稚園の様子 
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＜予 算 額＞        問い合わせ先：庶務課 200‐2939 内）35101 

  ２７，５１６，７０８千円  （対前年度比：＋５．９％）

＜主な事業＞ 

  魅力にあふれた広域拠点の形成     

 川崎駅周辺地区の整備 ３，６７４，３１０千円  

〇川崎駅周辺総合整備計画に基づき、これまでの取組成果を活かしながら、安全安心で魅力ある

広域拠点の形成を推進します。 

  ・ＪＲ川崎駅北口自由通路等整備工事（29 年度供用開始予定）

・ミューザ川崎とラゾーナ川崎東芝ビルを接続する堀川町Ｃ地区連絡ペデストリアンデッキ整

備工事（29 年度完成予定）

・京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針に基づく民間誘導

・川崎駅東口地区における民間開発の誘導（新規） 

小杉駅周辺地区の整備   １，５６１，４２２千円

○民間活力を活かした市街地再開発事業等により、駅周辺に公共・公益施設等をコンパクトに集

約し、魅力ある広域拠点の形成を推進します。

 ・小杉町３丁目東地区市街地再開発事業（31 年度完成予定）

新百合ヶ丘駅周辺地区の整備 ８６，０００千円

○民間開発の適切な誘導や交通環境改善を図り、より質の高い、魅力ある広域拠点の形成を推進

します。

 ・南口駅前広場等の交通混雑緩和に向けた取組の推進

  個性を活かした地域生活拠点等の整備     

 登戸土地区画整理事業の推進 ４，４２７，５０１千円

○登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区については、交通結節機能、自然環境、文化施設等の機能を活か

し、魅力と活力にあふれた市北部の拠点地区の形成を土地区画整理事業により推進します。

  身近な交通環境の整備     

 身近な地域交通環境の整備 ２８，５５２千円

○川崎市総合都市交通計画に基づき、身近な地域で安全・快適に生活できるよう、地域交通環境

の整備を推進します。

  ・路線バス社会実験の実施

  ・コミュニティ交通の持続的な運行のための支援及び導入に向けた支援

ま ち づ く り 局 

ＪＲ川崎駅北口自由通路 小杉町３丁目東地区 
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  地域の主体的な防災まちづくりの推進     

密集市街地の改善に向けた取組 １５，７００千円 

○老朽木造住宅等が密集した市街地の防災性の改善に取り組み、地震発生時等の火災による延焼

被害の低減を推進します。

  ・新たな条例制定及び対象区域の見直し等の調査・検討

防災まちづくり支援の推進                    ５，４７７千円 

○災害時に大きな延焼被害等が想定される地区の地域防災力の向上を目的に、地域住民と協働で

策定した地区防災まちづくり計画に基づく防災に強いまちづくりを支援します。

  まち全体の総合的な耐震化の推進     

 民間建築物等の耐震化の推進 ５５８，０４５千円

○木造住宅や民間マンション、特定建築物について、耐震診断・改修工事等の 

助成を行うとともに、擁壁の築造等に対する宅地防災工事等への助成などの 

取組により、災害に強いまちづくりを推進します。 

・木造住宅の部分改修工事、耐震シェルター・防災ベッド設置への 

助成（拡充）

・耐震診断を義務化した特定建築物（通行障害建築物）の耐震改修 

工事等への助成 

  ユニバーサルデザインのまちづくりの推進     

 ユニバーサルデザインのまちづくりの推進 ４，６００千円

○バリアフリー基本構想の改定や、ユニバーサルデザインタクシーの普及促進を行います。

鉄道の橋上駅舎化等の推進 ４３７，３３０千円

○ＪＲ南武線武蔵溝ノ口駅以北の片側改札口の５駅について、高齢者や障害者など誰もが利用し

やすい交通環境の整備を推進します。 

 ・稲田堤駅及び津田山駅の橋上駅舎化に関する取組 

  誰もが暮らしやすい住宅・居住環境の整備     

 住宅施策の推進 １０，８４０，４０２千円

〇市営住宅等の提供や、既存の民間賃貸住宅を活用した入居支援等を進めるとともに、住宅基本

計画を見直すことにより、こどもから高齢者まで誰もが安心して暮らせる住宅施策を推進しま

す。

・空き家対策などの社会経済状況の変化に対応した住宅施策の推進 

・市営住宅の建替（大島住宅ほか７団地） 

  安全で安心して快適に暮らせる計画的なまちづくりの推進     

 庁舎等建築物の長寿命化対策 ３３３，１８１千円

○大規模５施設（港湾振興会館、高津区役所、多摩区総合庁舎、とどろきアリーナ、第３庁舎）

について、予防保全型の維持補修を行います。

木造住宅の耐震改修工事 

※表内の図は完成予定のイメージです。 
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＜予 算 額＞        問い合わせ先：庶務課 200-2785 内)38201 

  ３３，７８５，３８３千円  （対前年度比：＋２６．９％）

＜主な事業＞ 

  まち全体の総合的な耐震化の推進     

 橋りょう耐震化の推進                    ３３５，０００千円 

 ○安全性を確保し、地震災害に強い都市基盤を整備するため、鹿島田跨線橋など優先度の高い橋

りょうの耐震対策を実施します。 

  安全・安心な暮らしを守る河川整備 

 五反田川放水路の整備                  １，９８５，２００千円 

○五反田川の洪水全量を地下トンネルで直接多摩川に放流するため、放水路の整備を引き続き推

進し、樋門築造工事及び分流部施設整備工事を実施します。 

河川改修事業の推進                      ７５，１４４千円

○水害から市民の生命・財産を守るため、一級河川平瀬川支川及び準用河川三沢川の未改修箇所

について、時間雨量 50mm の降雨に対応した改修を進め、治水安全度の向上を図ります。 

  交通安全対策の推進     

安全施設整備の推進                     ４２４，０４９千円

○歩行者の安全確保や道路交通の円滑化を図るため、歩道の設置や横断防止柵の補修等を実施し

ます。また、交通事故抑止を目的とした、舗装のカラー化や見通しの悪い交差点の形状変更等

の改良を実施します。 

放置自転車対策の推進                  １，１８７，２２５千円 

○自転車等の放置を防止し、歩行者の通行の安全や災害時における緊急活動の場の確保を図るた

め、駐輪場を整備し、駐輪場の利用促進や放置自転車の撤去等を実施します。また、川崎駅東

口周辺地区における総合自転車対策を推進します。（拡充） 

  協働の取組による緑の創出と育成     

 都市緑化の推進や公園緑地の管理運営の推進          ５３４，０６１千円 

 ○緑豊かなまちづくりを目指し、100 万本植樹や屋上・壁面緑化等、地域の緑化を推進します。 

 ○指定管理者による大規模な公園緑地の管理運営を実施するとともに、身近な公園緑地の管理運

営を推進します。 

  魅力ある公園緑地等の整備                                  

公園緑地等の整備                    ２，３１５，２２８千円 

○富士見公園や生田緑地などの大規模公園やその他の公園緑地について、その立地特性を踏まえ、 

整備に向けた取組等を推進します。 

 ・生田緑地西口広場の整備 

 ・小田公園の再整備 など 

建 設 緑 政 局 
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等々力緑地の再編整備                  １，９５３，１４９千円 

○「等々力緑地再編整備実施計画」に基づき、等々力緑地の再編 

整備を推進し、緑地内の施設の充実を図ります。（拡充） 

・硬式野球場整備工事の実施 

・正面広場等整備工事の実施 

  多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進                           

多摩川緑地の魅力向上や協働による多摩川の魅力発信      ３５０，４２８千円 

○「川崎市新多摩川プラン」に基づき、多摩川緑地の整備及び維持 

管理を行います。 

 ・サイクリングコースの延伸整備に向けた検討 など 

○市民との協働や流域自治体との連携により、環境学習や体験活動 

の取組を推進し、様々な機会を通して多摩川の魅力を発信します。 

  臨海部の戦略的な産業集積と基盤整備                        

 羽田連絡道路の整備推進                   ２４３，９７８千円 

○羽田連絡道路の早期整備に向け、必要な調査設計などを実施します。 

  個性を活かした地域生活拠点等の整備     

 溝口駅周辺地区まちづくりの推進               ４７２，７５２千円 

○交通結節点機能の強化や駅利用者の利便性向上を 

図り、周辺環境に調和した機能的でコンパクトな 

溝口駅南口駅前広場の整備を実施します。 

（28 年度完成予定）

  広域的な交通網の整備     

 広域幹線道路網の整備推進                  ５４８，９８４千円 

 ○市内の都市機能強化に向け、広域幹線道路網の整備に向けた取組を実施します。 

  ・川崎縦貫道路関連調査等の実施 

  市域の交通網の整備     

 道路改良事業の推進                   ８，２３２，０３７千円 

 ○国道 409 号や都市計画道路世田谷町田線をはじめとする幹線道路網の構築や地域特性を踏まえ

た道路拡幅、歩道整備などによる道路交通環境の改善を推進します。 

○早期に効果発現が期待できる、交差点改良などの渋滞対策を推進します。（拡充） 

 橋りょう整備事業の推進                   ２００，９１５千円 

 ○交通の円滑化、利便性の向上や防災機能の強化を図るため、（仮称）等々力大橋や末吉橋等の整

備を推進します。 

 連続立体交差事業の推進                 ６，６２１，０７９千円 

 ○複数の踏切を除却する連続立体交差化により、道路交通の円滑化、環境の改善及び地域分断の

解消等を図ります。 

  ・京浜急行大師線１期区間（小島新田～東門前）の連続立体交差化に向けた整備 

・ＪＲ南武線（尻手駅～武蔵小杉駅間）の連続立体交差化に向けた調査・検討など 

等々力硬式野球場 

溝口駅南口駅前広場 

多摩川での環境学習の様子 

※表内の図は完成予定のイメージです。 
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